
ご参加いただきたい方
経営層・役員 ／ 経理・総務部門 ／ 情報システム部門

一般的に製造業界の商流において、原材料の仕入れ・取引先への製品の出荷 の各段階で毎月膨大な枚数の請求書の受取／発行

作業が発生する企業様が非常に多く見受けられます。

紙の請求書の運用は、テレワークを阻む代表原因にもなっており、ニューノーマル時代の働き方に逆行しているとも言えます。

請求書の電子化はメリットが沢山あります。

本セミナーでは 請求書の受取と発行の電子化を同時に実現する「BtoB請求書*」をクローズアップし、紙書類の排除はもちろんの

こと電子帳簿保存法や2023年に施行を控えたインボイス対応など法改正にも有効性を発揮する請求書電子化のメリットを、セミ

ナーを通じてお持ち帰りいただければ幸いです。

＜ 経理・総務・情シス 部門の方対象 セミナー ＞

製造業界の請求書に関する課題を一網打尽に解決します

製造業 請求書の電子化からはじめるDX
もう振り回されない！紙の請求書よ、さようなら

* 株式会社インフォマートが提供する、電子請求書シェア№１、利用者数全国50万社を誇る電子請求書ソリューション

● 取引先が多く、請求書発行の枚数が多い上、明細行も膨大で入力・発行の手間、輸送コストもかさんでいる。
● ＥＤＩに対応しているのに、請求書は紙。（仕入／受注）
● 支払い通知書を紙で発行している。
● 直接材・間接材 各仕入れの管理方法がバラバラ、システム入力も大変、何とかしたい・・。
● インボイス制度の対応のため、システム改修を検討しなければと思っている。
● テレワークの推進が遅れていると感じている。

お申込みはこちらから →

4/2２（木） 16:00～17:００

※ セミナーはzoomで実施いたします。

日本電通株式会社

http://bit.ly/2OsMTdQ



開催概要

開催日時： 2021年４月22日（木） 16:00～１7：００

主 催： 日本電通株式会社
協 賛： 株式会社インフォマート

開催形式： オンライン ＜zoom＞

お申込： http://bit.ly/2OsMTdQ

プログラム

＜Opening＞
新型コロナウイルスの流行は日本国内のITの遅れを浮き彫りにし、今や国を巻き込んだ電子化の波は留まるところを知りま
せん。
請求書処理を例に挙げれば、製造業では仕入･受注の各段階で枚数や処理ボリュームが非常に大きい企業様が多く、電子化の
メリットを享受いただきやすい業種といえます。
人件費や輸送コストのコストカットは言うまでもなく、法改正、残業規制、テレワークなど、複数の課題を一気に解決でき
ることを是非本セミナーを通じてご紹介させてください。

日本電通株式会社

＜session1＞ 16:10～16:40
脱・紙とハンコ！ 製造業にまつわる請求書業務の課題を一掃します

DXの推進は社内業務のデジタル化から。その中でも即効性があり、効果を実感しやすい紙書類の代表選手である「請求書の
電子化」をすすめてみませんか？直接材／間接材の管理法のバラつきや支払い通知書など、製造業ならではの課題も解決が
可能です。
請求書電子化の最新動向を、電子請求書シェアNo.1の株式会社インフォマートが請求書の最新動向や今後を見据えて企業が
取り組むべき事についてわかりやすく解説いたします。

＜ session２ ＞ 16:40～16:50
取引社数 約1,100社､請求書発行枚数1,500枚/月を抱える日本電通が 請求書の電子化に踏み切った理由

今春、日本電通も「BtoB請求書」のユーザーとして、社内の請求書業務の電子化に着手しました。
導入前に抱えていた課題、そしてそれを電子化する上で、どのような変化や効果があったのか、実際にシステムの立上げ
から現在の運用まで、中核となって電子化を推し進めた経理部の推進担当者よりリアルな事例をご紹介させていただきます。

TEL：06 ｰ 6577 - 4192 (受付時間：9:00 ～ 17:30)
itsol_1@ndknet.co.jp  (担当：高橋 ／ 菅)

日本電通株式会社
ITソリューションズ事業部マーケティング事務局

お問い合わせ

株式会社インフォマート パートナーセールス推進室

経理担当者のリアルな声を事例でご紹介

日本電通株式会社 経理部
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